
桜
蔭
俳
話
会 

十
一
月
句
会
（
第
三
七
〇
回
） 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
五
日
（
日
） 

会
場
・
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
） 

 

４
点
①
よ
く
笑
ふ
膝
叱
り
つ
つ
紅
葉
狩 

 
 
 

才
美 

３
点
①
風
評
に
耐
へ
し
歳
月
冬
紅
葉 

 
 
 
 

守 

３
点
①
俺
が
生
き
隣
が
死
ぬ
る
秋
日
和 

 
 
 

眞
壽 

３
点 

お
互
い
の
言
葉
は
飛
礫
秋
の
暮 

 
 
 

幸 

２
点
①
唇
と
い
ふ
自
由
不
自
由
文
化
の
日 

 
 

才
美 

２
点 

落
ち
花
梨
深
き
傷
よ
り
匂
ひ
立
つ 

 
 

友
子 

２
点 

門
標
の
文
字
の
う
す
れ
や
夜
半
の
月 

 

幸 

２
点 

日
向
ぼ
こ
残
り
時
間
を
逆
算
す 

 
 
 

守 

２
点 

存
分
に
生
き
し
証
や
冬
の
蝶 

 
 

 
 

守 

２
点 

戦
時
中
モ
ン
ペ
姿
の
七
五
三 

 
 
 
 

幸 

２
点 

越
境
の
箸
を
許
し
て
お
で
ん
鍋 

 
 
 

守 

２
点 

願
事
を
忘
れ
小
春
の
神
参
り 

 
 
 
 

才
美 

２
点 

英
単
語
一
つ
覚
え
て
冬
に
入
る 

 
 
 

明
美 

２
点 

遅
き
帰
宅
の
玄
関
匂
ふ
煮
大
根 

 
 
 

友
子 

１
点
①
裂
織
の
音
の
艶
め
く
萩
の
花 

 
 
 
 

幸 

１
点 

銀
杏
の
指
よ
り
白
く
干
し
あ
が
り 

 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

ひ
と
気
な
き
渚
あ
ま
た
の
浮
寝
鳥 

 
 

友
子 

１
点 

桜
紅
葉
自
然
の
驚
異
は
さ
む
本 

 
 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

檸
檬
も
ぐ
鋭
き
棘
の
傷
い
く
つ 

 
 
 

友
子 

１
点 

病
む
友
や
外
泊
許
可
の
初
時
雨 

 
 
 

邦
子 

１
点 

禅
寺
や
落
葉
ひ
と
つ
の
な
き
小
道 

 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

霜
の
夜
や
個
人
情
報
ひ
と
つ
消
し 

 
 

守 

１
点 

体
調
の
す
ぐ
れ
ぬ
日
々
や
冬
来
た
る 

 

か
ほ
る 

１
点 

煉
瓦
造
り
の
要
塞
跡
や
石
蕗
の
花 

 
 

ヤ
エ
子 

１
点 

忘
れ
ま
じ
旅
の
つ
づ
き
の
寒
北
斗 

 
 

才
美 

１
点 

早
す
ぎ
る
命
を
惜
し
む
枯
尾
花 

 
 
 

眞
壽 

１
点 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
へ
差
し
込
む
冬
日
マ
リ
ア
像 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

友
子 

１
点 

垣
ご
し
の
返
り
花
ま
で
予
後
の
旅 
 
 

才
美 

 

※ 
 
 
 

マ
ス
ク
す
る
待
合
室
の
二
十
人 

 
 
 

か
ほ
る 

 
 
 

赤
々
と
な
な
か
ま
ど
の
実
青
空
に 

 
 

直
子 

 
 
 

木
の
葉
髪
緩
く
束
ね
し
ゴ
ム
バ
ン
ド 

 

明
美 

 
 
 

短
日
や
故
郷
に
残
る
義
母
一
人 

 
 
 

邦
子 

 
 
 

あ
や
ふ
や
な
列
の
末
尾
や
枯
葉
散
る 

 

守 
 
 
 

見
渡
せ
ば
芝
の
を
ち
こ
ち
ね
じ
れ
花 

 

直
子 

 
 
 

九
品
仏
の
一
体
補
修
冬
紅
葉 

 
 
 
 

友
子 

    
 

 

不
動
尊
は
渓
谷
の
果
て
花
八
手 

 
 
 

友
子 

 
 

 

待
つ
て
い
た
こ
た
つ
出
し
て
冬
支
度 

 

直
子 

 
 

 

紅
葉
や
濃
い
政
治
色
ト
ラ
ン
プ
氏 

 
 

直
子 

 
 

 

地
面
師
の
知
ら
ぬ
顔
し
て
冬
の
街 

 
 

明
美 

 
 

 

誰
が
置
き
し
朝
の
庭
先
草
珊
瑚 

 
 
 

邦
子 

 
 

 

竹
秋
の
画
鋲
錆
び
つ
く
掲
示
板 

 
 
 

幸 
 

 
 

来
年
も
咲
い
て
く
れ
よ
と
菊
手
入
れ 

 

邦
子 

 
 

 

防
災
の
意
識
う
な
が
す
三
の
酉 

 
 
 

か
ほ
る 

 
 

 

さ
ざ
な
み
の
湖
岸
彩
る
冬
紅
葉 

 
 
 

友
子 

 
 

 

子
パ
ン
ダ
の
自
立
促
が
す
小
春
か
な 

 

明
美 

 
 

 

黄
落
の
一
樹
の
統
ぶ
や
空
の
黙 

 
 
 

才
美 

 
 

 

ぎ
ん
な
ん
や
音
響
か
せ
て
殻
を
割
り 

 

ヤ
エ
子 

 
 

 

長
き
夜
や
光
源
氏
に
懸
想
し
て 

 
 
 

才
美 

 
 

 

さ
え
ざ
え
と
松
籟
さ
え
ざ
え
と
し
て
予
後 

才
美 

 
 

 
過
去
乗
せ
て
未
来
へ
向
か
ふ
白
鳥
来 

 

守 
 

 
 

大
袋
の
蜜
柑
の
土
産
山
帰
り 
 

 
 
 

友
子 

 
 

 

庭
先
の
不
揃
い
の
菊
供
ふ
な
り 

 
 
 

ヤ
エ
子 

 
 

 

軍
港
や
お
や
じ
バ
ン
ド
の
音
秋
天 

 
 

ヤ
エ
子 

誕
生
日
の
届
か
ぬ
想
い
月
仰
ぐ 

 
 
 

直
子 

最
果
て
の
海
へ
散
り
込
み
冬
紅
葉 

 
 

守 

ヘ
ド
ニ
ア
と
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ア
お
で
ん
食
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

か
ほ
る 

 
 

 

秋
潮
や
巨
大
軍
艦
浮
か
せ
を
り 

 
 
 

ヤ
エ
子 

 
 

 

ゆ
く
り
な
き
居
場
所
探
し
や
冬
に
入
る 
守 

 
 

 

小
春
日
や
バ
ス
停
ベ
ン
チ
シ
ニ
ア
た
ち 
ヤ
エ
子 
 

 
 

見
得
を
切
る
釣
瓶
落
し
の
武
者
人
形 

 

幸 
 

 
 

三
の
酉
防
災
グ
ッ
ズ
揃
へ
た
り 

 
 
 

か
ほ
る 

 
 

 

褒
章
や
今
年
い
ち
ば
ん
旨
き
酒 

 
 
 

ヤ
エ
子 

 
 

 

柿
た
わ
わ
幼
な
じ
み
は
転
校
生 

 
 
 

才
美 

 
 

 

立
冬
の
深
く
眠
り
し
地
震
の
巣 

 
 
 

守 
 

 
 

炬
燵
真
白
に
菓
子
パ
ン
の
粉
砂
糖 

 
 

明
美 

 
 

 

岬
村
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
干
大
根 

 
 
 

友
子 

 
 

 

入
院
や
暇
が
潰
せ
る
日
向
ぼ
こ 

 
 
 

眞
壽 

窓
の
空
一
筋
白
く
冬
初
め 

 
 

 
 
 

眞
壽 

 
 

 

花
八
ツ
手
寒
さ
に
怖
じ
ず
咲
き
続
き 

 

邦
子 

 
 

 

冬
隣
リ
ス
ト
ラ
上
手
ゴ
ー
ン
氏
や 

 
 

直
子 

 
 

 

皆
い
び
つ
傍
に
置
き
た
し
榠
櫨
の
実 

 

才
美 

 
 

 

（
欠
席
投
句 

古
野
明
美
、
恩
田
才
美
、
京
林
眞
壽
、

松
浦
か
ほ
る
） 



 
 
 

 
 [

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ] 

 

◯
十
二
月
句
会 

 

十
二
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
、
旭
区
民
文
化

セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）
で
行
い
ま
す
。 

 
 

兼
題
は
、
「
山
眠
る
」
で
す
。 

 

○
一
月
句
会 

 

一
月
二
十
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
、
旭
区
民
文
化
セ
ン

タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）
で
行
い
ま
す
。 

 

○
二
月
は
句
会
は
休
み
で
す
。 

    


